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　2025年に実施される規定審議会に、「制定案」を出す権利をクラブ、地区が持っ
ています。規定審議会は2025年ですが、その「制定案」を出す締切日は、2023年12
月31日事務総長必着です。
　この話を、クラブ公式訪問時の会長、幹事との懇談会、オープンディスカッションで話をしている昨今でござい
ます。
　ご存じのように３年に一度開催されるRIの「規定審議会」、そこでロータリークラブの基本的な方向性などが
決定され、各クラブに伝達されます。前回は2022年に開催され、中谷PDGが、2550地区の規定審議会代表委員と
して参加していただき、帰国後規定審議会の状況報告をしていただきました。2025年の規定審議会も、2550地区
では中谷PDGを選出いたしておりますので、続けて参加していただく予定です。

　クラブを回っていますと、「RIのやり方、方向性は変化が激しくついていけない」「あまりにもアメリカ的な
決定で、日本の文化とは相いれない」などとの不満や意見を耳にいたします。そのような意見をクラブや周りの
方々に話しているのではなく、今年はクラブで取り上げ「制定案」として規定審議会に提案してはいかがでしょう
かという話を、公式訪問ではしております。
　ではクラブや地区がどのように制定案を出すのかという方法論について述べてみたいと思います。
　クラブで作成した「制定案」をガバナーに提出してください。わたくしはその案を2550地区内のすべてのクラ
ブに、「制定案」として規定審議会に提案してもよいかを問います。その結果賛成多数なら、事務総長宛に提出い
たします。
　もちろんどのような内容が良いのか、提案書は何文字でとかの一定のルールはございます。以上のことの、法的
根拠は、国際ロータリー細則、7.010以下に詳しく掲載されております。ぜひご一読の上、「制定案」提出を各ク
ラブで検討し提出していただければ幸いでございます。

クラブが持つ権利です：権利行使を

かたい話ですが：
クラブ、地区の権利行使について
第2550地区  2023-2024年度　ガバナー　 三井福次郎（佐野RC）

02　Governor,s message　ガバナーメッセージ
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　2019年より、世界的に大流行しました新型コロナウイルス感染症もようやく収束
し、日本での取り扱いも感染症の分類が２類相当から５類に移行しました。ロータリ
ー活動も対面型で開催することが出来るようになり、そのため、各地区や各クラブの活動の活発化が予測されてお
ります。
　なお、本年度より、「ロータリーの友月間」が新設され、９月に決定いたしました。この月間は、10月の「米
山月間」と同様日本独自の月間テーマです。
　「ロータリーの友」はロータリーの機関紙であり情報誌であります。ローターリアンにとっては心の糧や行動の
指針を決定する大事な情報紙です。この「ロータリーの友月間」を機会に、その在り方や利用の仕方を皆様で考え
ていくチャンスと考えています。
　ところで、「ロータリーの友」は創刊以来、昨年70周年の節目を迎え、皆様が全てのバックナンバーを購読す
ることが出来るデジタルアーカイブを構築いたしました。さらに、「ロータリーの友」（印刷版、電子版）の利用
の多角化も拡大いたしております。
　また、既に「ロータリーの友日本100年史」も発刊されており、先人が思い描いた、日本のロータリーの姿を見
聞することが可能になっております。
　これらの資料の活用を深めることにより、私達一人一人のローターリアンが「学び・考えて、そして奉仕の行
動」の糧を得ることが可能になると思います。
　「ロータリーの友」委員会では、2023～24年度の方針を次のように決定しております。【これからのロータ
リーの在り方については、国際的なネットワークを特徴とするロータリークラブの会員が、RIの「ビジョン声
明」、「行動計画」や「DEI（多様性／公平さ／インクルージョン」への理解を深めることに併せ、「学び・考え
る」きっかけを得られるような誌面作りを引き続き目指します。】
　国際ロータリー第2550地区の三井福次郎ガバナーは、皆様にクラブを通じてロータリー生活を楽しみましょう
と年度スローガンを掲げています。
　「ロータリーの友」には皆様の趣味に合致する、俳句、短歌、川柳の欄や
詰め碁・詰将棋やパズル、愛犬コーナー等の企画も取り入れております。是
非、皆様には個人として投稿してロータリー生活を楽しんでいただきたいと
思います。
　なお、クラブにおいては、コロナ禍後の新しいロータリー活動の創意工夫
にご苦労が多いと思います。
　そこで、ロータリークラブの会長・幹事並びにローターアクトクラブ会
長・幹事の皆様には、クラブの行事や活動、さらにクラブ内のインターアク
トクラブの活動等を「ロータリーの友」に投稿してクラブの活性化を推し進
めていただきたいと思います。
　加えて、各クラブにおきましては、「ロータリーの友」の電子版利用の
ID、パスワードをクラブの会員の皆様に広報・普及していただき、クラブ
の活動が多面的になり、会員の皆様がロータリー生活を楽しむ事のできる環
境を整えていただきたくお願い申し上げます。

「ロータリーの友」
　ロータリアン参加型の誌面作りへ

ロータリー月間に際して

ロータリーの友　地区代表委員　 熊倉　勝（佐野RC）

03　強化月間委員長寄稿
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　2023年7月19日（水）ベルヴィ宇都宮において、三井福次郎ガバナー、鈴木幸男地区幹事、茂木弘司地区会計
長、上野裕之第3グループＢガバナー補佐をお迎えし、ガバナー公式訪問が実施されました。
　当日は、例会に先立ち、会長・幹事懇談会を開催しています。当クラブから、佐貫直通パストガバナー、会長、
会長エレクト、幹事、幹事エレクトが出席し、上野ガバナー補佐に進行していただきました。ガバナーから当クラ
ブのホスピタリティーについてお褒めいただいたことが印象に残っています。
　懇談会後、例会に出席していただき、集合写真の撮影を経て、オープンディスカッションが行われました。
　例会では、ゴードン Ｒ．マッキナリー会長の話をしていただくとともに、ガバナーの会社経営の経験も絡め
て、ロータリーは「何らかの一本棒」を大切にしながら少しずつ変化してきたからこそ100年以上続く組織であ
り、各クラブも毎年少しずつ変化をすることが大切であるとの話をしていただきました。
　オープンディスカッションでは、ロータリー財団や米山奨学会に対する寄付の集め方、委員会開催の工夫、女性
会員とDEIなど当クラブの運営上の質問にお答えいただきました。
　当会が前年度のガバナーを輩出したクラブということで、ガバナー公式訪問の最初の訪問先ということもあり、
現況報告書を冊子として
用意することが出来ない
など、ガバナーに対し、
ご迷惑をお掛けしたこと
が多かったと思います
が、何とか無事に開催す
ることが出来ました。
　ガバナーには貴重なお
話しをしていただき感謝
の念に堪えません。

2023.07.19

会長　川人　健司
幹事　鈴木　洋平宇都宮陽東ロータリークラブ

04　ガバナー公式訪問
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　2023年７月20日三井福次郎ガバナーの公式訪問がありました。宇都宮陽東RCに続いて２番目の公式訪問です。
例会場は藤井聡太さんが王将戦を戦った場所で、すぐそばには鮎釣りで有名な那珂川が流れています。三井ガバナ
ー、永島様、茂呂居様、遠方よりお出かけ有難うございました。

　会長・幹事会は三井ガバナー、永島様、茂呂居様そして当方からは阿久津会長、小西親睦委員長(直前第一
AG)、安藤事務局が参加しました。
　例会ではプロジェクターにより、RI会長のお話し、今年の地区方針のお話し、県内状況を細かくご説明があり
ました。当クラブとして、ここ数年会員減で苦慮しておりますが『出来ることから始めましょう』と、何度もお話
し頂き励ましの言葉を頂戴しました。
　また、オープンディスカッションにおきましては、７名からの質問に対しても全てご回答頂きました。あっとい
う間の時間でしたが、終始笑顔の中温かいご指導を有難うございました。

2023.07.20

会長　阿久津清孝
幹事　吉川　秀之大田原ロータリークラブ
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　佐野市で38.8℃を記録した７月26日（水）、益子も大変暑い日でした。
　アプローズ益子に於いて、三井福次郎ガバナー、第４グループ藤原郁三ガバナー補佐、佐野RCより随行者２名
（横井孝様、安藤知彦様）の方々をお迎えして、ガバナー公式訪問を開催しました。
　午前11時より会長・幹事懇談会を開き、事前に広木会長より提出済みの「クラブ会長事前報告・質問事項」を
見ていただいて、質問事項に対し、丁寧な回答（53年前のロータリーの友に掲載された、松下幸之助氏の職業奉
仕論のコピー持参）を頂きました。
　三井ガバナーの気配りに大変感銘を受けました。更に、コロナ禍の４年間でのロータリーの環境変化について、
ポリオデー、ローターアクトクラブ、シンガポール国際大会、規定審議会（COL）についてなど盛り沢山のテー
マをわかりやすく話され、あっという間の１時間でした。そして、例会開始前に記念撮影しました。
　12時半からの例会では、三井ガバナーより１月のアメリカでの国際協議会での、マッキナリーRI会長の講演を
６分間にまとめ、プロジェクターでRIテーマを中心に、アメリカでの研修会のタイムスケジュール等の説明も、
時折笑いを交えながら紹介し、今年度の地区テーマ、地区方針も説明して頂きました。
　最後のオープンディスカッションでは、和やかな雰囲気
の中で意見交換できました。
　三井ガバナーにおかれましては、危険な暑さの中、お忙
しいところ当クラブに起こし頂き、心よりお礼申し上げま
す。まだまだ公式訪問が続きますが、熱中症などにご留意
いただき益々のご活躍をご祈念申し上げます。有難うござ
いました。

2023.07.26

会長　広木　規男
幹事　猪口　又雄益子ロータリークラブ
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　７月27日（木）日光金谷ホテルにおいて、三井福次郎ガバナ
ー、沼尾貴文ガバナー補佐、ガバナー随行員２名をお迎えして、ガ
バナー公式訪問が行われました。
　11時から会長・幹事懇談会を開催しました。三井ガバナーは沼
尾ガバナー補佐からのクラブ訪問報告書及びクラブ現況報告書によ
り、当クラブの現況を把握しておられ、クラブ運営で特に問題は無
い、との認識をいただきました。
　三井ガバナーから、地区組織の変更点、規定審議会へ議案提出の
方法、RI理事の選出について等々、我々ローカルのクラブでは知り

えないロータリーの運営情報の説明があり、大変参考になりました。
　例会場の日光金谷ホテルは、現存する西洋式ホテルでは日本一古い歴史あるホテルで、建物・サービス・料理す
べてが日本を代表するホテルです。例会では特製のランチ・コース料理を堪能していただきました。
　卓話ではガバナーが所属する佐野クラブの創立時の写真や音声をプロジェクターで説明されました。当クラブの
設立も佐野クラブと同年のため、当時の状況を目の当たり
にし歴史を感じました。また、ガバナーは金谷ホテル元社
長の金谷太郎氏とロータリーを通して親交が深く、何度も
金谷ホテルを訪問されたことなど、当クラブとの関係を話
されました。
　会長・幹事懇談会、例会、オープンディスカッション全
て和やかな雰囲気で進行し、大変有意義な公式訪問でし
た。

2023.07.27

会長　相良　芳隆
幹事　三ツ山一明日光ロータリークラブ
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　令和５年７月31日宇都宮90ロータリークラブは三井福次郎ガバナーをお迎えしました。
　粕谷明弘ガバナー補佐、三好　仁地区大会実行委員長、兵藤　勇地区大会会計も同行されました。三井ガバナー
のスローガン「ロータリーの基本はクラブです。クラブを通したロータリー生活を楽しみましょう。言葉や口先だ
けでなく『行動』をもって誠実にロータリーを楽しみましょう」には深い感銘を受けています。とりわけ――『行
動』をもって――は、陽明学の命題のひとつでもある「知行合一」にも通ずる考え方と感服しております。また、
三井ガバナーが会長をつとめる三福工業株式会社の前身は、米穀味噌・醸造業を営み、戦前は朝鮮、樺太にまで拠
点を置いて幅広い商いをなさっていたことや、福次郎の名は５代に亘り襲名していることなど興味深いお話も伺う
ことができました。例会後のディスカッションにおいても、出席した会員から活発な意見が出され、それに対し三
井ガバナーから誠実なメッセージを頂き、時間も延長して、熱くおおいに盛り上がりました。

2023.07.31

会長　岸　　　広
幹事　柴原　幸一宇都宮90ロータリークラブ



R.I.D 2550 tochigi　GOVERNOR,S　MONTHLY LETTER Contents トップページへ戻ります
Page_09

　８月２日（水）、当クラブの例会場であるホテル美玉の湯にて
三井福次郎ガバナー、第２グループ佐藤金司ガバナー補佐、随行
員として佐野RC蛭川寿彦様、浅野邦裕様をお迎えしてのガバナ
ー公式訪問が行われました。
　新型コロナウイルス蔓延の影響により、ここ数年は制限のある
なかでのガバナー訪問となっておりましたが、やっと本来の形で
三井ガバナーをお迎えすることが出来ました。会長・幹事懇談会
においては当クラブの塩澤会長・田所幹事・深澤会長エレクト・
薄井幹事エレクトが出席し、佐藤ガバナー補佐・随行員の方々同
席の上、現況報告書の内容や2550地区の運営方針などについて

意見交換をさせていただきました。続いて12時30分からは通常の例会形式で進行を行い、恒例のバナー交換を行
った後、ガバナー記念卓話となりました。ロータリーの組織、規約、人事などについて詳しくご説明がなされ、特
にポリオデーには、第２グループとして何らかの活動を考えるよう指示がございました。また、当クラブと姉妹ク
ラブの台湾・太平扶輪社が30年以上良好な関係を続けていることに触れられ、その秘訣などについて逆に質問が
ありました。例会を終了し記念撮影終了後はオープンディスカッションの時間をいただき、クラブの運営方法や会
員増強、その他多岐にわたっての質疑応答やアドバイス等頂戴致しました。私共会員にとって大変、有意義な時間
となりました。誠にありがとうございました。
　予定時間をしっかりと頂戴して三井ガバナー公式訪問が終了いたしました。

日時：８月２日（水）昼　　会場：ホテル美玉の湯

会長　塩澤　雄二
幹事　田所　伸張馬頭小川ロータリークラブ
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　2023年８月３日、猛暑が続く中、国際ロータリー2550地区
2023－2024年ガバナーである三井福次郎ガバナーが、地区会
計長 茂木弘司氏と、地区副幹事 青山敏朗氏と共に来場されまし
た。又、益子ロータリーからは藤原ガバナー補佐と小幡事務局長
も来場されまして、会場であるフォーシーズン静風「寿の間」に
て、ガバナー公式訪問・例会、そして会長幹事懇談会が和やかな
雰囲気の下で行われました。
　（真岡ロータリー出席者：真岡RC会長 石塚龍夫、幹事 横松
和美、次年度幹事 小金幹典、国際奉仕委員長 金子正男、周年事
業委員長 岡本俊夫、以上５名）

　三井ガバナーの講演が始まりまして、内容を拝聴させていただきますと、ロータリー各所への強い思いやりを感
じ取ることができました。
　真岡RC会長 石塚龍夫の今期のテーマである「故きを温ねて真
実を知り、調和の扉を開きましょう」に照合されたロータリーの
歴史を、映像を通して学ばせて頂き大変感動致しました。
　今回学ばせていただいた事を糧に、これからも精一杯務めて参
ります。

2023.08.03

会長　石塚　龍夫
幹事　横松　和美真岡ロータリークラブ
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　2023年８月５日、作新学院高等学校で第27回インターア
クト年次大会が開催されました。
　今年は「Peace in our hands ～グローバル社会で私た
ちにできること～」のテーマの下、作新学院高校インターア
クトクラブがホスト校で、宇都宮90RCがスポンサークラブ
として開催されました。
　４年ぶりの対面方式開催で「過去の記録・記憶がゼロ状
態」と言う難しい状況でしたが、ホスト校の作新学院高校や
スポンサークラブの宇都宮90RCの皆様がご苦労して頂いた
お陰で、大変素晴らしい年次大会を開催することが出来まし
た。心より感謝申し上げます。
　地区内13のIACより90名のインターアクターが参加し、

ロータリアンは三井ガバナー以下50名が参加し総勢140名の参加でした。午前９時30分に開会式が始まり午後4時
頃まで基調講演・パネルディスカッション、ワークショップ及び活動報告が行われました。
　開会式は、作新学院高校IAC23‐24年度会長根本紗彩さんの歓迎の言葉で始まりました。「Peace in our 
hands ～グローバル社会で私たちにできること～」を大会
テーマにした理由を話し、「世界平和のために私たちに何が
できるか考えましょう」と問いかけました。
　続いて、ホスト校の船田元作新学院院長、スポンサークラ
ブの岸広会長より歓迎のあいさつがありました。
　また、三井ガバナーは来賓あいさつの中で「高校生活で生
まれる友情は一生の宝物です。インターアクトクラブ活動で
グローバルな友達を作って下さい。そして、いろんな事に挑
戦して下さい。」と今後の活動に期待をしていただきました。
開会式後の研修Ⅰでは、畑恵作新学院理事長の基調講演で本
日のテーマを考えるための情報として「世界の中で日本は今

第27回インターアクト年次大会報告
地区インターアクト前年度委員長　藤島　拓（宇都宮南RC）

8月
(土)
日5

05　７・８月実施行事報告
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どのような立ち位置にいるのか」「世界SDGｓ達成度ラン
キング2023」「恒産なくして恒心なし」などを教えていた
だき、それらを基に各高校IAC別に「世界平和のために何が
できるか」についてディスカッションし発表しました。
「平和を願っているだけでは平和にならない、行動しなけれ
ば平和は手に入らない」と言う事を参加者全員で学び、再確
認することができました。
　また、研修Ⅱではワークショップとして「石鹸作り」を体
験し交流を図りました。
研修Ⅲでは各高校IACから「コロナ感染防止対策の制約を受
けながらも、出来る事を考え、諦めることなく未来に向かっ
て活動している」と活動報告がありました。
　インターアクターは「希望を持てる未来のために出来る事を考え」「世界平和を考え」「混乱した社会をどうす
ればよいのかを考え」ていると言う事を今回の対面開催の年次大会で見せてもらい、若い力の諦めない無限の可能
性を強く感じて、高校生の皆様から「感動と勇気」をもらいました。
　インターアクトクラブ活動をグローバル社会に挑戦するための入り口にして下さい。
　最後になりますが、年次大会の開催にあたり、ご指導、ご支援いただきました関係各位に対し厚く感謝申し上げ
まして、インターアクト年次大会の報告と致します。
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　第３回　米山学友による世界大会「再会イン関東」が８月５日～
６日にかけて、茨城県つくば市に於いて開催され参加しました。
　この大会は、２年に一度、米山学友会の主催で開催され、世界の
米山学友が集まる交流イベントです。

　2016年５月28日のソウル国際大会の「米山学友合同懇親会」の
中で世界中の学友との集いを開催する事が決まり、第１回は2017
年に熊本、第２回は2019年にモンゴルで開催され、2021年には台
湾で開催される予定でしたが、コロナ禍の中でしたから中止になり、

今回は実に４年ぶりの大会となりました。

　過去の大会では、ロータリアンが大半でしたが今回は、現役奨学生・学友が７割を占め、懐かしい学友との再会
や新たな出会いを楽しんだり、学友の活躍を実際に見て事業の意義を再認識しました。

　今大会は、学友が全て企画から準備を手作りで進めてきた中で、関東での開催ですから当地区学友会もホストと
なって鄭　仁淑（ジョン　インスク）会長を中心に連日連夜、大会前日の深夜まで準備をしていました。

　８月４日の夕方６時より、前夜祭が開催され会場の「日航
つくば」には事前予約者のみの1000人強が集まり、当日受
付をキャンセルしていたようです。
　中盤では、若者向けのダンスを老若男女問わず、皆さんで
踊り一段と賑やかになり、最後は「手に手つないで」で締め
くくりました。

　翌日は、会場を「つくば国際会議場」に移し、10時より
各地区学友会のポスター発表及びフェスティバルが開催され、
当地区学友会が２位になりました。（11月の地区大会時に
会場に掲示します）

再会イン関東に参加して

8月
5 (日)

日6

ロータリー米山記念奨学会  委員長　田島　良久（馬頭小川RC）

・(土)
日
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　午後より本会議が始まり実行委員長、若林理事長、茨城県知事、つくば市長の挨
拶が有り、そして、100人を上限にステージ壇上でテーマソングを合唱する「百人
合唱祭」が行われました。

　３時30分より「米山学友会の在り方と世界大会の開催意義」と題して5人のパネ
ラーが登壇して、パネルディスカッションが施行されました。中国代表・台湾代
表・韓国代表・ベトナム南代表・モンゴル代表の中で、モンゴル代表には、「ツエ
ーンドロルウォー　アリョーナ」（大田原RC）が大ホールの2000人の中で奨学期
間中に世話クラブより家族同様に接してもらえた事に対しての「恩返し」だ、と　
大観衆の中で話していたことが印象深かったです。モ
ンゴルからは、「セデバザル　ウドワル」（しもつけ

RC）、も来日しておりました。次回開催地は、2026年６月に台湾にて開催予定で
すので、皆さんも！！
　夕方６時30分より晩餐会が開催され、各国各地区学友会のメンバーが国民服を着
飾って舞踊舞踏を披露して一層交流が深りました。
　翌日６日は、文化体験バスツアーで学園都市の主要な場所を巡り、午後４時に
「再開」を願って解散となりました。
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　８月６日（日）青少年センター研修室にて2024−2025年度派遣学生選考試験が実施されました。それに先立っ
て７月30日（日）選考試験に向けての事前打ち合わせがホテルサンルート佐野にて二十二（じそじ）青少年奉仕
委員長ならびに中野副委員長のご参加を頂き、応募者の確認や試験の方法など細部にわたり事前準備が行われまし
た。
　試験には５名の派遣予定者に対し12名の応募があり、そのうち病気による欠席者２名とクラブ推薦が得られな
いために受験できない生徒１名があり、当日は９名の受験者と保護者が集まり試験に臨まれました。二十二青少年
奉仕委員長のご出席を頂き、初めに井川青少年交換委員長から、これはただの語学留学ではなく、親善友好の大使
として派遣されるということ、派遣期間中問題があっても忍耐を持って自ら適応することを学んで欲しいこと、帰
国後もROTEXとして後進の指導に協力して欲しいこと、そして何よりも将来リーダーとして成長しロータリーと
関わりを持ちながら活躍して欲しいということが述べられ、「その準備はできていますか」という問いかけに力
強い返事が返ってきました。午前中に小論文と英語のリスニング試験が実施されました。午後は受験生と保護者
が各々入室し、ROTEXから英語によるインタビューに受験生が応答する試験、川嶋カウンセラーからこの事業は
ガバナーとカウンセラーの責任のもとに実施されることが説明され、青少年奉仕委員長、青少年交換正副委員長か
ら学生への質問、熊本委員から派遣実施にあたっての詳細と注意事項等の説明に対し学生の意思と保護者の同意を
確認いたしました。その後、委員全員で構成された選考委員会にて試験の点数を集計した結果、以下５名の学生が
2024−2025年度派遣学生に選考されました。
氏名　　　　　　　　　　　　　　　学校名　　　　　　　　　　　　　推薦RC
横山　穂香（よこやま　ほのか）　　宇都宮女子高等学校　　　　　　　宇都宮RC
高橋　凛音（たかはし　りんね）　　文星芸大付属高等学校　　　　　　宇都宮RC
クリスキ　梨良（くりすき　りら）　烏山高等学校　　　　　　　　　　烏山RC
横山　紗英（よこやま　さえ）　　　白鴎大学足利高等学校（富田）　　佐野RC　　　
栗原　　光（くりはら　ひかり）　　小山市立間々田中学校　　　　　　小山南RC

2024−2025年度派遣学生選考試験レポート
青少年交換委員会  委員長　井川　克彦（佐野RC）

8月
(日)
日6
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　8月16日に宇都宮市ベルモールにて献血呼びかけボランティアを実施しま
した。
　宇都宮東RACから1名、作新学院大学RACから2名、足利大学RACから5名、
蔵の街とちぎRACから2名の計10名が参加しました。
　呼びかけのみならず自身も献血を行い、積極的にボランティア活動を行う
ことができました。
　目標60名のところ61名の方に献血いただく
ことができ、目標達成することができました。
　皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

献血呼びかけボランティア実施報告
地区ローターアクトクラブ代表　関谷　暢（蔵の街とちぎRAC）

8月
(水)
日16
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　酷暑続くなか8月20日(日)午後１時30分より「ホテルニューイタヤ」に於いて、「クラブ米山委員長会議」を開
催しました。
　まだまだ、コロナ感染で油断出来ない中、県内各地よりご参集して頂きました。
　改めて　感謝申し上げます。
　当日は、二十二　修ノミニー(宇都宮北RC)・羽石　光臣評議員(宇都宮東RC)各位様ご出席のもと羽石光臣　評
議員様の挨拶から始まり、「米山を無くして日本のロータリーは存在しない」とチカラ強いご挨拶を頂きました。
　続いて、私が「クラブ米山委員長の役割り」と題して話をさせて頂きました。この事業の歴史沿革から始まり、
普通寄付・特別寄付の違い、そして、その総額にて奨学生の採用人数が決定すること、１国の学生が多いのはどう
してか？等の話をさせて頂きました。
　次に、継続奨学生(奨学期間２年)による「１年を振り返ってみて」と、題しての卓話をしました。
　最初に、ベトナム出身のドン　クエンコイ（宇都宮大学・西那須野RC）、内モンゴル自治区出身のウ　メイリ
ン（宇都宮大学、真岡西RC）、バングラデシュ出身のホサイン　アリ(足利大学・足利RC)、モンゴル出身のラグ
スワレン　アマルサナー（自治医科大学・宇都宮東RC・下野上三川RC）、の４人と大學の用事で出席できなかっ
たネパール出身のタックラ　ジャガット(足利大学・佐野RC・小山RC)からは、メールにて短い内容のメールを頂
き私が代読しました。
　５人とも同じように、奨学生に成って「日本で家族が出来た」と話していたことが　印象的でしたタックラ　ジ
ャガット君よりのメールを掲載します。
　私は今　足利大学の４年生です。卒業したら同じ大学に進学する予定です。ロータリー米山奨学生になれたこと
はとても嬉しく感じています。奨学生になってからたくさんの方々から留学生活に必要なサポートを頂いています。
家族から離れて日本に留学している私に、ロータリークラブは日本での家族のような存在です。奨学生になってか
ら経済的なサポートだけではなく生活に必要なサポートと相談も頂いています。米山ロータリーの奨学生になって
私は人生で大きな影響を受けました。奨学生になる前まで私の毎日の生活は学校､アルバイトとアパートの三角で
回っていて詰まらなかったです。ロータリーの奨学生になって私は日本で家族が見つかりました。学校､アルバイ
トとアパートのつまらない生活がいろいろな国の友達と会って交流する機会が増えてとても楽しい生活に変わりま
した。地区内の卓話研修会で栃木県のいろいろなロータリークラブに参加しました。どこ行ってもたくさんロータ
リアンの方々に会うことができて本当に家族がいると感じます。他大学と他分野の学生が一緒に交流し奉仕活動､
清掃活動､旅行などできたことはとても良い機会だと感じます。米山奨学生になっていろいろな方と交流したおか
げで足利大学でも今年からローターアクトクラブを設立ことが出来ました。足利大学ローターアクトクラブの会長
として清掃活動､募金活動､奉仕活動と交流活動に力を入れて頑張っています。
タクッラ　ジャガト、THAKULLA JAGAT

2023年度 クラブ米山委員長 会議を終えて
 ロータリー米山記念奨学会  委員長　田島　良久（馬頭小川RC）

8月
(日)
日20
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　その次に、寄付増進について資金推進委員長の渡邊　将宏（西那須野RC）より説明をし、次に、奨学生選考に
ついて選考委員長の小原沢　公康（足利わたらせRC）より説明をし、その次に学友会について及び危機管理につ
いて学友委員長の児玉　博利（宇都宮さつきRC）より説明をしました。
　続いて、質疑応答の時間では、多くの質疑が出るなか、世話クラブ活動費の使途について各クラブではどのよう
な使い方をしているのか？面接選考時において、国際交流に対しての意欲の有無についてとか継続奨学生の１年修
了した時点で、継続できるか否か？とか、まだまだ　あったようでですが、定刻時間の16時を大幅に延長してし
まったので、閉じさせて頂きましたが、やはり質疑等が多かったのは、それだけ、この事業に対しての熱意の表れ
だと受けました。　
　その後、羽石光臣評議員より総評と題して、話していただき閉会としました。

　この事業は、日本全国34地区のロータリアンの寄付支援金によって、運営されており外国人留学生を対象にし
た事業です。
　我々ロータリアンの国際親善と平和に寄与したい思いを奨学生に対して託しております。

　今後ともこの事業に対して、ご理解の上　ご協力願います。

外国人留学生への奨学金



R.I.D 2550 tochigi　GOVERNOR,S　MONTHLY LETTER Contents トップページへ戻ります
Page_19

　新型コロナウィルス感染症(以下、コロナ)が2類から5類に移行して、社会活動もマスク以外すっかり元に戻り、
インバウンドの賑わいを見ていると、コロナに怯えていた日々が遠い昔のようです。

　そんな中、8月25日㈮に2024年度「指定大学校学校説明会」を開催しました。昨年までは、コロナ感染予防と
してZOOM開催でしたが、今年はリアルでの開催としました。やはり、ZOOMでの開催では学校担当者様との見
解の相違等が多く見受けられましたので、大学１０校に、ご案内を差し上げ参集して頂きました。最初に委員長の
挨拶と本日の趣旨説明をし、その中で各大学校の募集枠の発表及び地区内の大學に留学している留学生の人数及び
国別内訳等について話をさせて頂きました。

　続いて、「米山記念奨学事業の概要及び推薦から選考まで」と、題して選考委員の針谷　哲也(栃木西RC)よりパ
ワーポイントを使用して説明をしました。

　次に、19時を回りましたので、DVDを見ながら軽食を取
り、和やかな雰囲気の中質疑応答に入りました。書類選考の
中で、研究計画書に研究の貢献度や社会に与える影響とは何
ですか？を詳しく説明して欲しいとか。募集枠を増やすこと
は出来ないのか？とか、その他多く出て例年になく関心度が
高く感じました。

　その後、予定時間を大幅に超えましたので、当地区の地区
選考の目安と募集人数について地区が面接において重視する
項目を発表させて頂き会を閉じました。

学校説明会を終えて
 米山記念奨学会  委員長　田島　良久（馬頭小川RC）

8月
(金)
日25
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　2022‐23年度佐貫ガバナー指導の下、災害救援資金を使用して、ウクライナ第2232地区へモジュラーハウス2棟
(モシュン村)の寄贈を行いました。
　今年メルボルン国際大会の場で、第2820地区新井PDGが第2232地区ビタリー・レスコPDGより感謝状を代理で
受け取ってきてくれました。
　第2820地区新井PDG(現第2820地区ロータリー財団統括委員長)にはこのプロジェクト実施に際し大変お世話に
なりました事を申し添えておきます。
　まだまだ、戦禍は続いていますので途中報告となりますが地区内ロータリアンの皆様に改めてご報告申し上げま
す。

ロータリー財団委員長　　
森本　敬三　

ウクライナ第2232地区より感謝状

06　財団関係報告
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　本日、2022‐23年度ロータリー財団管理委員長のイアンH.S.ライズリー氏より感謝状が届きました。佐貫直前ガ
バナー並びに補助金を活用して地域社会奉仕並びに国際奉仕活動に奉仕されたクラブの皆様、年度を通じて地区内
クラブの支援にご尽力いただきました地区財団委員会の皆様に地区財団委員長として心より感謝と御礼を申し上げ
ます。

地区内ロータリアンの皆様へ

ロータリー財団委員長　森本　敬三
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07　地区大会ご案内
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国際ロータリー第2550地区
2023‐24年度ガバナー　　　三井福次郎（佐野RC）
地区大会実行委員長　　　　三好　　仁（佐野RC）
記念ゴルフ大会会長　　　　吉川　良雄（佐野東RC）
記念ゴルフ大会実行委員長　栗﨑　卓二（佐野東RC）

拝啓　残暑の候　ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　国際ロータリー第2550地区　地区大会記念ゴルフ大会を、唐沢ゴルフ倶楽部・三好コースにおきまして開催す
る運びとなりました。
　つきましては、ロータリアン並びにご家族様の多数のご参加を賜り、懇親を深めていただきたくご案内申し上げ
ます。
　クラブの皆様には、クラブ対抗団体戦も行いますので、各クラブ最低３名以上のご参加をお願い致します。

敬具　

記
開 催 日：2023年10月27日（金）
開催場所：唐沢ゴルフ倶楽部・三好コース

佐野市岩崎町1975　TEL0283‐62‐4111

別紙実施要項をご覧いただき、申込用紙にご記入の上 ９月22日（金）までに
お申し込み下さいますようお願い致します。

報告先：ガバナー事務所内　地区大会記念ゴルフ実行委員会
TEL028‐651‐2550　　FAX028‐651‐2551

e‐mail：m2550@agate.plala.or.jp

2023-2024年度

地区大会記念ゴルフ大会開催のご案内
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［大会日時］2023年10月27日（金）
［大会会場］唐沢ゴルフ倶楽部・三好コース
　　　　　　所在地　佐野市岩崎町1975　　　TEL0283‐62‐4111
［組合せ並びにスタート］

当日の組合せ並びにスタート時間については登録締切り後に、各倶楽部宛メール配信にてお知らせ致
します。当日は各自スタート30分前までに受付を完了して下さい。

［競技方法］18ホールズストロークプレー
［競技規則］新ぺリア・トリプルボギー打切り・ハンディキャップ36までとします。
　　　　　　①レディースの部   （赤マーク）

②シニアの部（満65歳以上75歳未満） 大会当日 （白マーク）
③グランドシニアの部（満75歳以上） 　 〃  （ゴールドマーク）
④一般の部（満65歳未満） 　 〃  （白マーク）
　◎唐沢ゴルフ倶楽部ローカルルール　JGAルール適用
　◎スルーザーグリーン６インチプレース可　１グリップOK
　◎各クラブ対抗の団体戦は、上位３人のネット合計により決定するものとし、同ネットの場合は３
　　人の合計年齢の多いチームを上位とする。
　◎個人戦における同ネットの場合は、年長者上位とする。

［登 録 料］￥6,000／１名（領収書は「振込金受取書」をもって代えさせて頂きます。）
［振 込 先］佐野信用金庫　本店営業部　普通　口座番号0430010

口座名義　RID2550地区大会ゴルフ
（アールアイデイニゴーゴーゼロチクタイカイゴルフ）

［プレーフィー等］キャディ無しの場合　プレーフィーは￥7,800
　　　　　　　　　　 〃　 付きの場合　プレーフィーは￥11,650　先着20組

（乗用カート・キャディフィー（有・無）消費税を含む。但し昼食代、昼食時の飲み物・売店等は含
　みません。65歳以上の方は、割引がありますので身分証明書をご用意ください。）

［そ の 他］集計カートに備え付のタブレットで行いますのでスコアの入力をお願いします。

競技成績の発表・賞品授与・懇親パーティーは、午後４時頃を予定し、出来るだけ早く開会したいと考えておりま
す。プレー終了後しばしの間「友愛コーナー」でお寛ぎ下さい。
注）時節柄　友愛コーナー、懇親パーティーでは、ノンアルコールドリンクのみとなります。
注）商品多数の場合は宅急便での対応をお願い致します。
登録者が不参加の際は、恐れ入りますが登録料の返却は致しかねますのでご承知おきください。

地区大会記念ゴルフ大会実施要項
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1.　日　時　2023年11月３日（金）・４日（土）　　１泊２日

2.　場　所　ホテルニューイタヤ宇都宮　宇都宮市大通り2‐4‐6

3.　内　容　次世代を担う青少年指導者養成セミナー

4.　セミナー参加者
　　　　　　①定員は35名（参加規定を充たす青少年）

　　　　　　②各クラブは、優秀な学生及び社会人（18才～30才）をご推薦ください

　　　　　　③米山記念奨学会、または財団学友のホストクラブは奨学生や学友を推薦してください

5.　受講費用
　　　　　　一律　25,000円　

　　　　　　＊推薦クラブよりお振り込み下さい。

6.　申込み、問い合わせ
　　　　　　〒321‐0945　　宇都宮市宿郷5‐21‐15　ベルヴィ宇都宮　RI2550地区ガバナー事務所内

　　　　　　第45回 RYLAセミナー実行委員会　　TEL：028‐651‐2550　　FAX：028‐651‐2551

7.　受講申込締め切り
　　　　　　2023年9月20日厳守

定員以上の受講者申込があった場合、ガバナー・地区青少年奉仕委員長を含むRYLAセミナー実行委員会で選考審

査を行いますので、あらかじめご了承ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８/22各クラブ宛メールにて案内済）

2023-2024年度　テーマ

 「世界に希望を生み出そう」

第45回 RYLAセミナー受講生推薦募集

CREATE HOPE
in the WORLD

08　RYLAセミナー受講生募集
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現況報告書の取扱いについて

2023－2024年度　ガバナー　

三井　福次郎　

ガバナー公式訪問中に寄せられた重大な問題があります。

各クラブ現況報告書に会員の住所、氏名、生年月日、連絡先等が掲載されて

おりますが、これらは重要な個人情報であり、会員及びクラブが認めた関係

機関以外に見せてはいけないものです。

今般、この名簿を参考にしたと思われる、勧誘の電話などが頻繁にかかって

くるという状況が発生しております。

そこで皆様に再度お願いです。

現況報告書、特に会員名簿欄は重大な個人情報を掲載していることをご理解

の上、その取扱いについては、特段の注意をお願いいたします。

なお、次年度につきましては関係者と相談の上、何らかの必要な対策を講じ

る予定であることを申し添えます。

09　ご注意ください
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新入会員紹介

岩
いわ

﨑
さき

翔
しょう

太
た

郎
ろう

宇都宮陽北RC
2023年7月4日入会

大
おお

塚
つか

幹
みき

夫
お

宇都宮陽北RC
2023年7月11日入会

後
ご

藤
とう

昇
しょう

二
じ

郎
ろう

宇都宮陽北RC
2023年7月11日入会

社会福法人正恵会
理事長

(株)トランク
代表取締役

カザシ工業㈱
代表取締役

皆さんと共に社会に貢献できることを嬉しく思いま
す。よろしくお願いします。

新しいご縁を楽しませていただきます。 よろしくお願い致します。

皆
みな

川
かわ

純
じゅん

子
こ

宇都宮陽北RC
2023年7月11日入会

家
いえ

富
とみ

理
まさ

充
みつ

足利東RC
2023年6月20日入会

岩
いわ

崎
さき

　旭
あきら

佐野RC
2023年7月3日入会

千
ち

葉
ば

信
しん

哉
や

足利東RC
2023年6月20日入会

NPO法人栃木県
こども応援なないろ

理事長

(株)家富商事
代表取締役社長

アイテック(株)
専務取締役

水戸証券(株)足利支店
支店長

ロータリー活動に積極的に参加して交友を広げたい
と思います。

皆様にご指導を頂きながらRC活動を頑張って行き
たいと思います。

佐野ロータリークラブの一員になれたことを非常に
うれしく思っております。

水戸証券足利支店長の千葉信哉でございます。宜し
くお願い致します。

2023年８月７日逝去(享年67歳)
所属　佐野ロータリークラブ

2002年12月16日　佐野ロータリークラブ入会
2006～2007年　　ＳＡＡ
2016～2017年　　国際奉仕委員長
ロータリー歴　　　 20年6か月

ポールハリスフェロー
米山功労者（マルチプル）

追　悼 川
かわ

村
むら

裕
ひろ

一
かず

10　新入・物故会員
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1１　ガバナー公式訪問日程
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7 月 母子の健康月間 1月 職業奉仕月間

8月 会員増強 ・新クラブ結成推進月間 2月 平和構築と紛争予防月間

9月
基本的教育と識字率向上月間 /
ロータリーの友月間

3月 水と衛生月間

10 月
地域社会の経済発展月間 /　　　　　　　　　　　
米山月間

4月 環境月間

11 月 ロータリー財団月間 5月 青少年奉仕月間

12 月 疾病予防と治療月間 6月 ロータリー親睦活動月間

【ロータリー
　　特別月間】

【地区内
　　主要行事】

12　主要行事予定
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13　国際ロータリー第2550地区７月会員数報告


